
�
�������������������������������	
�

������������
�����������������������������������	�����������������������

�����������������������������	
������������������	
���

���������������������	
����������������	�
���������

������������	
���������������������� �!
"��#$�%&'(�

�������	
������������������	
���������	
������������

��������������	
��������������������������� !"#�$�%&'�

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

　

盛
岡
市
に
生
ま
れ
た
砕
花（
本
名
・
戒
治
郎
）は
十
二
歳

で
上
京
、十
八
歳
に
は
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
の「
新
詩
社
」

に
入
り
、同
郷
の
石
川
啄
木
と
歌
会
に
出
席
。『
明
星
』や

若
山
牧
水
の
歌
誌『
創
作
』な
ど
に
短
歌
を
発
表
。

　

大
正
元
年
、第
一
歌
集「
悲
し
き
愛
」を
出
版
。翌
大
正

二
年
に
病
を
得
、知
人
を
頼
っ
て
病
気
療
養
の
た
め
に
芦
屋
へ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
九
年
、田
島
マ
チ
と
結
婚
。茶
屋
之
町
・
公
光
町
・
宮
川
町
へ
と
居
を
移
し
な
が
ら
も
、

大
正
十
年
か
ら
昭
和
五
十
九
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
七
十
余
年
、芦
屋
に
住
み
続
け
ま
し
た
。

　

芦
屋
定
住
後
、大
正
・
昭
和
に
か
け
て
多
く
の
著
作
を
残
し
ま
し
た
。昭
和
二
十
三
年
に
は
、

第
一
回
兵
庫
県
文
化
賞
を
受
賞
。戦
後
は
、県
下
を
く
ま
な
く
旅
し
、『
歌
風
土
記
兵
庫
県
』や

『
兵
庫
讃
歌
』を
出
版
。ま
た
宮
川
・
岩
園
小
学
校
や
精
道
中
学
校
ほ
か
多
く
の
校
歌
や
社
歌
等

を
作
詞
し
、広
く
兵
庫
の
風
土
と
人
を
愛
し
て
、
�
兵
庫
県
文
化
の
父�
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
旧
居
は
戦
災
で
一
部
を
残
し
焼
失
し
て
、戦
後
再
建
さ
れ
た
建
物
で
す
が
、谷
崎
が

昭
和
九
年
三
月
か
ら
同
十
一
年
十
一
月
ま
で
住
ん
だ
こ
ろ
の
面
影
も
一
部
残
し
、ま
た
そ
の

後
昭
和
十
三
年
か
ら
五
十
九
年
ま
で
砕
花
が
住
ん
だ
と
い
う
文
学
に
ゆ
か
り
の
深
い
家
で
す
。

　

砕
花
氏
没
後
、ご
遺
族
か
ら
建
物
や
蔵
書
一
式
の
ご
寄
贈
を
受
け
、昭
和
六
十
二
年
か
ら
は

富
田
砕
花
旧
居
と
し
て
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

●『
歌
風
土
記
兵
庫
県
』に
は
、
潮
見
桜
や
ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
り
ま
す
。
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と
み
た 

さ
い
か
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に
ざ
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じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
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大
正
十
二
年
九
月
一
日
、谷
崎
は
箱
根
で
関
東
大
震
災
に

あ
い
、関
西
に
ま
ず
単
身
避
難
し
、小
学
校
時
代
の
親
友
で

あ
っ
た
芦
屋
の
伊
藤
甲
子
之
助
宅
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

妻
千
代
と
幼
い
娘
鮎
子
を
伴
い
関
西
に
移
っ
て
き
た
の

は
、大
正
十
二
年
九
月
末
、谷
崎
三
十
七
歳
の
と
き
で
し
た
。

　

関
西
に
移
り
住
ん
だ
谷
崎
は
、や
が
て
阪
神
間
に
定
住
す

る
意
志
を
固
め
、芦
屋
・
西
宮
・
神
戸
の
岡
本
な
ど
を
転
々
と

し
な
が
ら
、次
々
と
傑
作
を
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

谷
崎
は
、岡
本
で
の
約
七
年
間
に
、妻
千
代
と
離
婚（
佐
藤

春
夫
へ
の
細
君
譲
渡
事
件
）し
、古
川
丁
未
子
と
結
婚
と
別

居
、ま
た
後
に
夫
人
と
な
る
松
子
と
も
出
会
っ
て
い
ま
す
。

　

松
子
と
の
運
命
的
な
出
会
い
は
、昭
和
二
年
、芥
川
龍
之

介
の
関
西
講
演
の
際
、根
津
清
太
郎
夫
人
と
し
て
で
し
た
。

�������	
���
	�������
　第１歌集「悲しき愛」（大正元年）、第１詩集「末日頌」（大正４
年）、カアペンタア訳詩集「民主主義の方へ」（大正５年）、詩集
「地の子」・ホイットマン訳詩集「草の葉」Ⅰ（大正８年）、訳詩集
「カアペンタア詩集」・訳詩集「草の葉」Ⅱ（大正９年）、「富田砕
花詩集」（大正10年）、評論集「解放の芸術」・詩集「時代の手」（大
正11年）、詩集「登高行」（大正12年）、詩集「手招く者」（昭和元
年）、歌集「白樺」（昭和９年）、訳詩集「草の葉」改訳（昭和24年）、
歌集「歌風土記兵庫県」（昭和25年）、詩集「ひこばえのうた」（昭
和45年）、「兵庫讃歌」・訳詩集「草の葉」改々訳（昭和46年）、詩集
「視差錯落」（昭和50年）/＊没後、歌集「属目散趣」（昭和60年）・
「富田砕花全詩集」（昭和63年）が出版されました。
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作
家
。
慶
応
三
年
・
江
戸
生
ま
れ
。

明
治
期
に「
文
学
界
」を
主
宰
。
大
正
十

二
年
の
関
東
大
震
災
後
に
姻
戚
の
高
浜

虚
子
家
と
と
も
に
関
西
へ
逃
れ
、
次
に

昭
和
二
十
五
年
に
没
す
る
ま
で
大
原
町

に
住
ん
だ
。
芦
屋
在
住
時
の
著
書
に
、

回
想
録「
黙
歩
七
十
年
」が
あ
る
。

�
��
�
��
や
な
ぎ
さ
わ��
�けん

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

詩
人
。
会
津
若
松
生
ま
れ
。
横
浜
郵

便
局
・
朝
日
新
聞
社
・
外
務
省
に
勤
め

た
。
都
会
風
の
情
熱
的
な
詩
人
で
、
三

木
露
風
ら
と
詩
誌『
未
来
』を
出
す
。
富

田
砕
花
と
の
交
流
も
深
く
、
大
正
八
年

か
ら
十
三
年
ま
で
公
光
町
に
住
ん
だ
。

�
��
�
��
は
や
の

��
�
�
だ
い
き
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�
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�
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�

　

歌
人
。
本
名
・
二
郎
。
浜
芦
屋
町
に

十
九
歳
か
ら
居
住
し
、
戦
前
か
ら
前
衛

短
歌
運
動
に
か
か
わ
る
。
戦
後
は
、
具

体
美
術
の
創
始
者
吉
原
治
良
ら
と
親
交

を
も
ち
、
自
ら
オ
ブ
ジ
ェ
短
歌
と
称
し
、

歌
集
『
海
へ
の
會
話
』
を
遺
し
た
。

　

芦
屋
在
住
五
十
七
年
の
間
、
郷
土
史

家
と
し
て
、
ま
た
芦
屋
短
歌
協
会
創
設

に
も
功
労
。
昭
和
四
十
四
年
、
芦
屋
市

民
文
化
賞
受
賞
。

�
��
�
�
さ
か
も
と�
��
�
ま
さ
る

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

兵
庫
県
知
事
時
代
か
ら
朝
日
ヶ
丘
町

に
居
住
。
文
人
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
、

自
ら
も
戯
曲「
洛
陽
餓
ゆ
」や
伝
記「
佐

伯
祐
三
」な
ど
を
著
し
た
。

�
��
�
��
よ
し
ざ
わ

��
�
�
ど
く
よ
う

�
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�
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�
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詩
人
。
信
州
の
生
ま
れ
。
関
東
大

震
災
後
、
芦
屋
に
移
り
住
み
、
西
山
町

に
聖
樹
薬
詩
園
を
経
営
。
戦
前
「
日
本

詩
壇
」
を
創
刊
、
戦
後
は
阪
本
勝
と「
聖

樹
」を
刊
行
し
た
。

�
��
�
��
た
か
は
ま

��
�
�
と
し
お

�
�
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�
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�
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�
�
�
�
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俳
人
。
虚
子
の
長
男
。
昭
和
十
年
に

鎌
倉
か
ら
芦
屋
へ
。
月
若
町
に
居
住
し
、

虚
子
が
没
し
た
昭
和
二
十
六
年
以
後
は
、

句
誌「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」を
主
宰
し
た
。

　

著
書
に「
俳
諧
手
引
」や
句
集「
年
尾

句
集
」な
ど
が
あ
る
。

　

現
在
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」を
主
宰
し
て

�
�
�
���
�
�
�
�

た
が
、芦
屋
に
住
む
友
人
・
知
人
も
多
く
、

こ
こ
で
始
ま
っ
た
新
た
な
人
生
の
中
か
ら
、

「
源
氏
物
語
」の
現
代
語
訳
が
始
め
ら
れ
、

後
の「
細
雪
」（
昭
和
十
八
年
）の
世
界
が
開

か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
阪
神
間
時
代
に
は
、「
痴
人
の
愛
」

（
大
正
十
三
年
）、「
卍
」「
蓼
喰
ふ
蟲
」（
昭
和

三
年
）、「
乱
菊
物
語
」（
昭
和
五
年
）、「
吉
野

葛
」「
盲
目
物
語
」（
昭
和
六
年
）、「
春
琴
抄
」

「
陰
翳
礼
賛
」（
昭
和
八
年
）、「
猫
と
庄
造
と

二
人
の
を
ん
な
」（
昭
和
十
一
年
）、「
細
雪
」

な
ど
の
名
作
を
、次
々
と

発
表
し
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
を
舞
台
に
し
た

小
説
は
、「
細
雪
」が
特
に

有
名
で
す
が
、「
卍
」に
も

西
山
の
潮
見
桜
の
近
く

　

さ
ら
に
、谷
崎
が
芦
屋
に
住
ん
で
い

た
昭
和
十
一
年
に
発
表
さ
れ
た「
猫
と

庄
造
と
二
人
の
を
ん
な
」に
は
、ご
く
普

通
の
下
町
に
住
む
芦
屋
庶
民
の
生
活
が
、

ペ
ー
ソ
ス
を
交
え
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
国
道（
国
道
２
号
）沿
い
で
荒
物
屋

を
営
む
猫
好
き
な
男
が
、先
妻
に
譲
っ

た
猫
に
会
う
た
め
、夕
暮

れ
の
国
道
を
ひ
た
す
ら

自
転
車
を
走
ら
せ
る
と

い
う
シ
ー
ン
が
印
象
的

な
作
品
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
旧
国
道
筋
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�������
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紹介、市内の主な
掲載しています。
都市建設法」が公
ています。
ラポルテ市民サー
申し出ください。

��������

��� �������	
���

�������	
��������

　芦屋の自然や歴史、ゆかりの芸術・文
学・文化に触れつつ散歩を楽しめるコー
スの紹介、行政の動きや統計、また市内
の医療機関一覧（地図）など盛りだくさん
の情報を、写真170点のほかイラストや地
図とともにわかりやすく掲載しています。
ご活用ください。〈定価・300円〉
�����

　市役所北館１階行政情報コーナー・
　ラポルテ市民サービスコーナー　

　市では、市民の皆さんからの公募写真でつづった市
制施行70周年記念写真集「芦屋の四季・70選」を、次のと
おり発売しています。
　市民の皆さんが切り撮った美しい現在の芦屋風景を、
市制施行70周年の記念として、未来の自分への、また
遠方のご家族や親しいかたへのプレゼントとしても、
ぜひご活用ください。
����　市役所北館１階行政情報コーナー・
　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー
����　1,000円
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わ
が
国
文
学
界
で
権
威
あ
る
賞

と
し
て
知
ら
れ
る
中
央
公
論
新
社

主
催
の
第
四
十
七
回
谷
崎
潤
一
郎

賞（
平
成
二
十
三
年
度
）は
、
稲
葉 

真
弓
氏
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
、「
半
島
へ
」（
講
談
社
刊
）で
す
。

　

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
が
あ
る
谷
崎
ゆ
か
り
の
本
市
に
お
い
て
、

今
年
も
受
賞
者
を
お
招
き
し
、
次
の
と
お
り
特
別
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
奮
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
�
�
　

十
一
月
九
日（
水
）午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
午
後
一
時
三
十
分
に
開
場
し
ま
す

�
�
�
　

ル
ナ
・
ホ
ー
ル

�
�
�
　

先
着
六
百
人〈
要
整
理
券
〉

�
�
�
�
�
　

往
復
は
が
き（
一
枚
・
一
人
）で
、往
信
面
に
住
所
・

　
　
　
　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、返
信
用
に
あ
て
名
・
あ
て
先

　
　
　
　

を
記
入
し
、十
月
三
十
一
日（
月
）∧
必
着
∨
ま
で
に
、上

　
　
　
　

記「
特
別
講
演
会
係
」へ
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���　10月27日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　椎
名麟三作「深夜の酒宴」を取り上げ、作品の背景・作家の心情などを解説　
���　16人　����　2,300円　�����　上記へ

�������	
���������	
�������������

���　11月６日（日）午後２時～３時30分　���　講義室　���　谷
崎潤一郎を敬愛した江戸川乱歩らとの交流を探る　���　東京創元社相
談役・戸川安宣氏　���　30人　����　1,000円　�����　上記へ

�������

�������	
�����������������
���������	
��	����

�������	
���

�������	
����������������

���　11月５日～12月３日（土）午前10時～11時30分＜全３回＞　���　
市民センター 401室　���　①「原子力と放射能を基礎から学ぶ」酒井義之
教授・林和夫教授②「復興の経済－企業の再生」政岡勝治教授③「国際的影響を
考える」金世徳准教授ほか　���　60人　����　1,000円　�����　
講座名・住所・氏名・電話番号を記入し、10月25日（火）までに、はがきかファク
スで上記へ

����������������	
���

���　11月10日～11月24日（木）午前９時30分～11時30分＜全３回＞　��
�　市民センター 203室ほか　���　①ワードの学習②インターネットで
イラストなどの取り込み方③デジカメ写真の使い方をマスターしながら年賀
状を作成　���　16人＊文字入力ができ、無線ランの入ったWindows7の
ノートパソコンを持参できるかたに限ります　����　1,300円　���
��　講座名・住所・氏名・電話番号を記入し、10月28日（金）までに、はがきか
ファクスで上記へ
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介
の
関
西
講
演
の
際
、根
津
清
太
郎
夫
人
と
し
て
で
し
た
。

　

出
会
い
か
ら
七
年
後
、二
人
は
、昭
和
九
年
に
芦
屋
に
新

居（
現
・
富
田
砕
花
旧
居
）を
構
え
、翌
十
年
、こ
の
家
で
結
婚

式
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

二
十
一
年
間
の
関
西
在
住
の
う
ち
、芦
屋
に
は
昭
和
九
年

三
月
か
ら
十
一
年
十
一
月
ま
で
の
二
年
八
カ
月
の
間
で
し

現
在
「
ホ

ギ
ス
」を
主
宰

て

い
る
の
は
、年
尾
の
次
女
・
稲
畑
汀
子
氏
。

　

稲
畑
氏
の
住
む
平
田
町
に
は
、平
成

十
二
年
に
開
館
し
た『
虚
子
記
念
文
学

館
』が
建
て
ら
れ
、汀
子
氏
は
同
館
理
事

長
も
務
め
て
い
る
。

西
山
の
潮
見
桜
の
近
く

に
住
む
徳
光
光
子（
大
阪

船
場
の
羅
紗
問
屋
の
娘
）

と
香
炉
園
に
住
む
弁
護

士
夫
人
・
柿
内
園
子
の
物

語
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
旧
国
道
筋

は「
細
雪
」の
舞
台
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。昭
和
十

三
年
の
阪
神
大
水
害
の

様
子
が
、迫
力
あ
る
描
写

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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　全市の市街図のほか、市章の由来、市の木・市の花の紹
施設・窓口案内、歴史や「芦屋　橋ものがたり」などを掲
　また本年は、本市の憲法ともいうべき「国際文化住宅都
布されて60周年となるため、ミニ特集として取り上げて
　１人に１部を、市役所北館１階行政情報コーナー・ラ
ビスコーナーで差し上げています。必要なかたは、お申
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　昭和40年から平成16年までの、40年間の芦屋の
歩みを収録。ご活用ください。
�����　5,000円
�����　市役所北館１階行政情報コーナー・
　　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー
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���　10月22日～12月11日〈月曜日休館〉午前10
時～午後５時（入館は４時30分まで）　����①
第１展示室②第２展示室　���　①「具体誕生」
吉原治良をリーダーに、1954年に結成された具体
美術協会の初期の作品を特集②「美術の中の風景
散歩」小出楢重・吉原治良の風景画、ハナヤ勘兵衛
の写真など、大正から昭和の関西の風景を特集　
����　一般300（240）円・大高生200（160）円・中
学生以下無料＊（　）内は20人以上の団体/※市内
に居住する高齢者（65歳以上）および身体障害者手
帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの
かたとその介護者は半額

�������	��

���　10月29日（土）・30日（日）/
各日・午前10時～午後４時＜雨天
中止＞　���　美術博物館前庭
���　約50ブース（ワークショッ
プ含む）

�����������������	
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���　11月12日（土）午後２時～３時30分　���　講義室　���　本当
の贅沢って？ 〈試食あり〉　���　スペイン料理店「ルナパルパドス」代表・
鈴木一功氏　���　30人（応募者多数の場合は抽選）　�����1,500円（入館
料別）　�����　往復はがき（１枚・２人まで）に、講座名・住所・氏名・連絡先
を明記し、10月26日（水）＜必着＞までに上記へ※来館での申し込みは、10月26日
（水）までに表面に申込者の住所・氏名を明記した官製はがきを持参してください。

�������������	���������
　昭和25年、愛知県生まれ。昭和48年「蒼い影の傷みを」で女流新人賞、
昭和50年「ホテル・ザンビア」（作品社）で作品賞、平成４年「エンドレス・
ワルツ」（河出書房新社）で女流文学賞、平成７年「声の娼婦」（講談社）で
平林たい子文学賞受賞。また、短編集「海松」で川端康成文学賞受賞（平
成20年）。「芸術選奨文部科学大臣賞」（平成22年）受賞。
　その他、「ミーのいない朝」（河出書房新社）、「猫に満ちる日」（講談社）、
「環流」（講談社）、「砂の肖像」（講談社）、「私がそこに還るまで」（新潮社）、
「花響」（平凡社）、「さよならのポスト」（平凡社）ほかの著書がある。

�������　業平公園から
�� � � � �　秋の特別展示「妖しの世界への誘い
　　　　　　　　　　　　　　― 谷崎・乱歩・横溝 ―」
　　　　　　　　第23回あしや秋まつり
��������　ご参加ください！ 11月６日
　　　　　　　　　住民一斉　津波想定避難訓練
�� � � ��芦屋市民フェスタ
　　　　　　　　朗読劇　谷崎潤一郎「春琴抄」
�������　記念写真集「芦屋の四季・70選」より
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① 8 :30
②12:00
③16:00
④18:15
⑤22:45
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